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「あいうえお」との出会い 

日本語文字の基本である「あいうえお」「アイウエオ」五十音を縦横に並べた表を「五十音図」

と呼びます。縦にならんだ五つの母音と、横にならんだ子音の合計１０の行が、整然と配置され

ています。しかし、けっしてあいうえおの総数は「五十音」ではありません。現代では下図の通

り、５１音および４６音です。 

  

五十音図の原型として、11 世紀初めに「孔雀
くじゃく

経
きょう

音義
お ん ぎ

」に掲載されたものがあります。４０音で

す。また、1079 年に書かれた「金
こん

光明
こうみょう

最勝
さいしょう

王
おう

経
きょう

音義
お ん ぎ

（奈良の西大寺）」に５０音がありま

す。平安時代後期、1093 年加賀市・山城温泉にある薬王院温泉寺の明覚
みょうがく

上人
しょうにん

が、「五十音

図」の原型を作った人物と言われています。これらは「五音
ご い ん

」「五音
ご い ん

図
ず

」と言われていた。 

  

本来の「五十音図」という名称は、江戸時代の国学の祖、契沖
けいちゅう

が元禄六年（1693 年）に著し

た「和字正濫鈔
わじしょうらんしょう

」にはじめて見えます。 
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五十音の最後の「ん」は，平安時代

後期には独立した文字で書かれるよ

うになりましたが，音図の伝統から

ははずれており，明治以降「ん」を

加えた五十音図が，仮名文字の配列

と日本語の主な音節を網羅している

ため，国語教育で利用されるように

なりました。 

 



北原白秋の五十音 

あめんぼ  あかいな  アイウエオ  うきもに  こえびも  およいでる 

かきのき  くりのき  カキクケコ  きつつき  こつこつ  かれけやき 

ささげに  すをかけ  サシスセソ  そのうお  あさせで  さしました 

たちましょ らっぱで  タチツテト  トテトテ  タッタと  とびたった 

なめくじ  のろのろ  ナニヌネノ  なんどに  ぬめって  なにねばる 

はとぽっぽ ほろほろ  ハヒフヘホ  ひなたの  おへやにゃ ふえをふく 

まいまい  ねじまき  マミムメモ  うめのみ  おちても  みもしまい 

やきぐり  ゆでぐり  ヤイユエヨ  やまだに  ひのつく  よいのいえ 

らいちょうは さむかろ ラリルレロ  れんげが  さいたら  るりのとり 

わいわい  わっしょい ワイウエヲ  うゑきや  ゐどがえ  おまつりだ 

ヒライ流「あいうえお」 人を愛
あい

することから始めよ そうすれば、幸運
ん

でおわる 

 あ言うえお･････あ～言おうか、こ～言おうと悩まず、言葉に出して意見・考えを言う。 

書きくけこ･････それを確実にするため報告書、手紙、メモなどこまめに書きましょう。 

指しすせそ･････的確な指示をせよ。組織の目標や方針、ﾘｰﾀﾞのビジョンを指し示そう。 

立ちつてと･････どんな困難にも立ち向かおう。先頭に立ち皆を先導・率先垂範しよう。 

何にぬねの･････何事にも、何？何ぜ?何処？だれ？いつか?  と疑問や好奇心を持とう。 

は皮膚へ歩･････スキンシップを大切に接しよう、肌のふれあいや足で歩いて実感せよ。 

ま見む目も･････ものごとを真正面から見よ、正面･側面･反面からも多面的に観察せよ。 

やい言えよ･････「やいっ‼」「こら!!」と本音で言えるように。しかし揶揄するなかれ。 

ら理るれろ･････理路整然、理論武装せよ。理に適ったやり方、理性のある行動をせよ。 

和ゐうゑを･････和を以って貴しとなす。人の和（輪）を大切にしよう。平和に和やか。 

運（ん）･･･････運をつかめ。運を引き寄せよ！人間関係は互いのあ・んの呼吸が大事。 

あいうえお人生訓 人生八十年で学んできた生き方の「あかさたなはまやらわん」 
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